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研究要旨 
先行研究班（厚労科研20EA1015）で開発したテキストマイニングを用いた相談支援内容の
解析ツールを用い診療科ごとに生じやすい相談/対応内容の可視化と課題の分析を行ってい
たが、昨今の急速な生成AIの進化があることから、班内で検討の結果、現段階で最も有用
と考えられる相談対応内容の可視化の検討に用いるIT技術での検討を行うこととした。相
談支援センターの活動補助・支援につなげるツールの開発を行うことを目的とし、ChatGPT
等の大規模言語モデル（LLM）を用いた相談対応支援ツールの開発に向けた検討を行うこと
とした。また、相談内容を一切外部に出さずに利用可能なローカルLLMによるツールの検討
も併せて行う事とした。 

 

 

A． 研究目的 

現在、全国のがん相談支援センターでは、一定の

基準を満たした上で治療の内容や設備、がんに関す

る情報提供などを行っており、がん相談支援におけ

る相談内容をデータとして管理している。しかし、

蓄積されたデータの利活用や相談員間の知識共有

は十分に出来ていないのが現状である。将来の相談

内容の更なる多様化に備えるためには、蓄積された

相談情報を活用し、FAQの作成や相談員間の情報交

換など他施設を含めた相談員のノウハウを共有す

る仕組みを作り、相談員による経験や知識に起因す

る対応の差を埋めることにより、一定水準以上の相

談対応が行えるような相談対応支援の仕組みの構

築が必要であると考えられる。先行研究班（厚労科

研20EA1015）で開発したテキストマイニングを用い

た相談支援内容の解析ツールを用いて、診療科ごと

に生じやすい相談/対応内容の可視化と課題の分析

を行ってきたが、昨今の急速な生成AIの進化がある

ことから、班内で検討の結果、現段階で最も有用と

考えられる相談対応内容の可視化の検討に用いるI

T技術での検討を行うこととした。まずは相談支援

センターの活動補助・支援につなげるツールの開発

を行うことを目的とし、ChatGPT等の大規模言語モ

デル（LLM）に実際のがん相談に関する追加学習を

行ったモデルを用いた相談対応支援ツールの開発

に向けた検討を行うこととした。またChatGPTの利

用は、相談対応データが外に出てしまい医療機関が

安心して利用できる環境ではないことから、院内で

の生成AI活用環境の検討も併せて行う事とした。 

 

B．研究方法 
初めに、OpenAI社が2024年7月18日に発表した生

成AI「GPT」シリーズの新モデル「GPT-4o mini」を
使った検証を行った。GPT-4o miniは「ChatGPT」を
提供するOpenAIが発表した新しい生成AIモデルで
ある。GPT-4o miniはコストパフォーマンスを重視

した軽量な生成AIモデルで、これまでのGPT-3.5 T
urboよりも回答精度も高く、知識のカバー期間も2
023年10月までとなっているのが特徴である。 
拠点病院2施設の相談記録100件（個人情報を除いた
データ）を研究資材として活用し、教師データとし
てファインチューニングに利用した。相談内容、対
応内容共に複数の内容が含まれているものも１つ
の内容として学習データを作成し、 【相談内容】、
【対応内容】のラベルも全てのデータに共有して付
与を行った。以下に学習データの一部を示す。 

次に、ChatGPTの利用は相談対応データが外に出て

しまい医療機関が安心して利用できる環境ではな

いことから、院内での生成AI活用環境の検討（Chat

GPTを用いるのと同様の環境を院内パソコン1台で

できるか）の検証を行った。 

 

（倫理面への配慮） 
データは全て実データを元にしたサンプルデー

タを用いた。実証試験では実証試験施設である青森
県立中央病院の倫理審査委員会の承認を経て、倫理
規定等を遵守しながら進めている。 
 

C．研究結果 
ChatGPTのファインチューニング（Fine-tuning：
微調整）とは、あるデータセットを使って事前学習
（Pre-training）した訓練済みモデルの一部もしく 
は全体を、別のデータセットを使って再トレーニ
ングすることであるが、今回はGPT-4o miniのモデ
ルに対して相談記録100件を使ったファインチュー



ニングを行った。ファインチューニング前のGPT-4
o miniに「地域住民より電話相談あり。胃がん検診
を受けたが、要検査の知らせが届いた。医療機関の
一覧が入っているが、どこにかかればよいのか？が
んだったらどうしよう、最悪の結果だったらと思う
と不安で眠れないがどうしたらいいか？」と質問を

して得た回答の一部を以下に示す。 
回答に曖昧な部分が多かったが概ね質問に沿った
回答が返ってくる事は確認できた。 
次にファインチューニングを行った後に、同様の質
問を投げて得られた回答を以下に示す。 
 
（回答）「不安なお気持ちは当然であることをお伝
えし、一旦お話を傾聴。胃がんの検査から診断まで
の流れについて情報提供。まずは必要な検査を行う
必要があるため、医療機関一覧から受診できそうな
所を選定し、受診していただくようお話。今後も引
き続き相談可能であることをお伝えした。」 
 
次にChat-GPTと同様の事がインターネットに接続
していない院内のPC1台を用いローカルLLMの環境
が構築出来るのかの検証を行った。構築した環境は
以下の通りである。 
PC Apple MacBookPro 
CPU Apple M2 Max 
メモリ 32GB 
LLMモデル ELYZA-japanese-Llama-2 

 
ローカルLLMでの検証結果 
（質問）「東京で乳がんのセカンドオピニオンを受
けたい。どうすればいい？」 

 
 

D．考察 
このように昨今の生成AIにおいては、一般的な質
問に関しては概ね質問に沿った情報が返ってくる
が、実際に現場で相談員が日々対応しているがん相
談は専門性が高く、生成AIがインターネットに公開
されている情報の学習だけではした適切な内容を
得るのは精度に課題あることが予見できたが、実際
に検証を行った相談に対する回答（対応内容）の検
討では、相談対応しているような回答は得られるも
のの精度にはやはり課題が多くあることが示され
た。ファインチューニングそのもののデータの取り
込みや方法についてはまだ改善の余地が大きいと
考えられたことから、引き続き活用する情報源など
を精査しながら改善を図り検討を継続する予定で
ある。またChatGPTの利用は、相談対応データが外
に出てしまい医療機関が安心して利用できる環境
ではないことから、インターネット接続の必要のな
いローカル環境のPCで動作するLLMによるツールの
検討も今後行っていく予定である。 
 

E．結論 

ChatGPTのファインチューニングを用いた検証と

併せて、院内での生成 AI活用環境の検討

（ChatGPTを用いるのと同様の環境を院内パソコ

ン 1台でできるか）を行ったが、その結果ほぼ同

様の環境がつくれることが確認できた。今後は、

「がん情報サービス」や「がん診療ガイドライ

ン」等の信頼できる情報をファインチューニング

に用いた簡易版生成 AI活用ツール開発・作成

し、院内環境で利用できるか等の検討を行う予定

である。 
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